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第 8 期 江 戸 川 区 障 害 福 祉 計 画 ・ 

第 ４ 期 江 戸 川 区 障 害 児 福 祉 計 画 

策 定 の た め の 基 礎 調 査 

（江戸川区生活ニーズに関するアンケート調査） 

結果報告書 概要版 

１.調査目的 

本調査は令和 9 年度から令和１１年度までを計画期間とする「第 8 期江戸川区障害福祉計画・第 4 期江

戸川区障害児福祉計画」の策定にあたり、区内の障害や疾病のある方の実態や障害福祉サービス等に対す

る意向を把握するために実施した。 

なお、アンケート調査名は「江戸川区生活ニーズに関するアンケート調査」とした。 

２.調査対象者及び回収状況 

【障害者・児調査】 

調査対象者 発送数 回収数 回収率 

１ 身体障害者手帳所持者 750 件 398 件 53.１% 

２ 
愛の手帳所持者 

重症心身障害児・者 
1,055 件 626 件 59.３% 

３ 

精神障害者保健福祉手帳所持者 

難病手当受給者 

児童通所受給者証所持者 

1,040 件 516 件 49.６% 

合計 2,845 件 1,540 件 54.１% 

【医療的ケア者・児調査】 

調査対象者 発送数 回収数 回収率 

１ 医療的ケア者・児 155 件 91 件 58.7% 
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３.調査方法と調査期間 

【障害者・児調査 / 医療的ケア者・児調査】 

調査方法 : 郵送による配布。回答は、インターネットもしくは郵送のどちらか。 

調査期間 ： 2025 年 12 月 12 日（金）～202６年 1 月 1６日（金） 

 

４. 調査結果を見るうえでの注意事項 

・ 本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

 

・ 百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、単数回答（１つ

だけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足しあわせて 100％にならない場合がある。 

 

・ 複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が 100％を超える場合がある。 

 

・ 本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 

 

・ 回答者数が 30 未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中ではふれていな

い場合がある。 
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5.結果の概要 

障害者・児調査 

【回答者の属性】 

・ 回答者の属性は、「宛名のご本人の意向をくみ取り、代わりに家族や介助者などが記入」が42.0%と

最も高く、次いで「宛名のご本人が記入」が38.8%、「宛名のご本人に聞きながら、代わりに家族や介

助者などが記入」が15.5％となっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

【本人の属性】 

＜性別＞ （単数回答） 

・性別は、「男性」が 51.3%と最も高く、次いで「女

性」が 41.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 「令和７年 10 月 1 日現在」＞ （単数回答） 

・年齢は、「30～39 歳」が 20.8%と最も高く、次

いで「40～49 歳」が 20.1%、「50～64 歳」が

19.1％となっている。 

＜居住地域 「令和７年 10 月 1 日現在」＞ （単数回答） 

・ 居住地域は、「葛西事務所管轄」が 

25.3%と最も高く、次いで「区民 

課管轄」が 24.2%、「東部事務所 

管轄」が 16.4％となっている。 

 

 

 

 

男性

51.3%
女性

41.7%

その他

0.3%

回答しない

0.8% 無回答

5.8%

（ｎ=1,540）

0～5歳

3.3%

6～18歳

17.1%

19～29歳

17.7%

30～39歳

20.8%

40～49歳

20.1%

50～64歳

19.1%

無回答

1.8%

（ｎ=1,540）

区民課管轄

24.2%

小松川事務所管轄

9.4%

葛西事務所管轄

25.3%

小岩事務所管轄

13.4%

東部事務所管轄

16.4%

鹿骨事務所管轄

11.2%
無回答

0.1%

（ｎ=1,540）

38.8 15.5 42.0 

0.9 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ=1,540

宛名のご本人が記入

宛名のご本人に聞きながら、代わりに家族や介助者などが記入

宛名のご本人の意向をくみ取り、代わりに家族や介助者などが記入

その他

無回答

0～5歳

3.3%

6～18歳

17.1%

19～29歳

17.7%

30～39歳

20.8%

40～49歳

20.1%

50～64歳

19.1%

無回答

1.8%

（ｎ=1,540）
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＜同居者＞ 

・ 同居している人は、「父母」が 65.7%と最も高く、次いで「兄弟・姉妹」が 29.7%、「ひとり暮らし」が

13.4％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「父母」の回答が 21.8 ポイント高くなっているが、今回の調査では 19～39

歳の回答割合が高くなっているため、その影響と考えられる。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常生活の手助けについて】 

＜介助や手助けの必要性＞ 

・ 介助や手助けの必要性について、「はい」が 75.0%、「いいえ」が 22.7%となっている。 

 

・ 前回調査と比較して、「はい」の割合が 22.6 ポイント高くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.0 

52.4 

22.7 

45.6 

2.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=1,540）

前回調査

（ｎ=832）

はい いいえ 無回答

13.4 

6.4 

65.7 

5.1 

29.7 

4.1 

11.1 

1.9 

18.5 

28.7 

43.9 

18.0 

19.8 

2.8 

4.2 

1.6 

0 20 40 60 80

ひとり暮らし

配偶者

父母

子ども

（子どもの配偶者を含む）

兄弟・姉妹

祖父母

その他

無回答

(%)

今回調査

（ｎ=1,540）

前回調査

（ｎ=832）
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＜介助や手助けが必要な場面＞ 

・ 介助や手助けが必要となる場面について、「区役所や事業者との手続き」が 75.9%と最も高く、次い

で「外出（通学・通勤・通院を含む）」が 73.2%、「家事（調理、洗濯、掃除）」が 71.6％となっている。 

 

・ 多くの項目で、前回調査より「介助や手助けが必要」の割合が高くなっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.2 

43.5 

53.3 

8.7 

45.5 

18.5 

73.2 

67.8 

71.6 

4.4 

51.3 

66.8 

67.9 

75.9 

5.8 

0.4 

39.7 

37.6 

45.2 

7.6 

39.7 

19.3 

66.1 

59.4 

63.5 

5.0 

39.9 

52.5 

55.3 

65.8 

4.8 

1.1 

0 20 40 60 80

食事

排せつ

入浴

寝返り

着替えや歯磨きなどの日常生活動作

家の中の移動

外出（通学・通勤・通院を含む)

日常の買い物

家事（調理、洗濯、掃除）

育児

日常的なコミュニケーション

薬や服薬の管理

お金の管理

区役所や事業者との手続き

その他

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,155）

前回調査（ｎ=436）
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＜主な介助者＞ 

・ 主な介助者は、「父母」が55.0%と最も高く、次いで「ヘルパー」が13.2%、「施設や病院・学校の職員」

が9.1％となっている。 

 

・ 前回調査と比較して、「父母」が12.6ポイント、「ヘルパー」が5.9ポイント高くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.2 

55.0 

0.3 

2.3 

0.1 

13.2 

9.1 

0.2 

3.9 

13.9 

15.6 

42.4 

5.7 

1.8 

0.5 

7.3 

4.4 

0.0 

3.2 

19.0 

0 20 40 60

配偶者

父母

子ども（子どもの配偶者を含む）

兄弟・姉妹

祖父母

ヘルパー

施設や病院・学校の職員

ボランティア

その他

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,155）

前回調査（ｎ=436）
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＜介助者の悩みや不安（介助者への質問）＞ 

・ 介助で感じる悩みや不安については、「親の老後・亡き後の生活や財産管理」が65.7%と最も高く、次

いで「ストレスや緊張感など、精神的な不安が大きい」が42.1%、「何かあったとき、気軽に相談や介助

等を頼める人がいない」が41.2％となっている。 

 

・ 前回調査と比較して、「親の老後・亡き後の生活や財産管理」が22.3ポイント高くなっている。 

（複数回答） 

 

 

  

65.7 

42.1 

41.2 

39.4 

38.2 

33.7 

30.0 

24.2 

14.6 

9.6 

6.5 

4.2 

2.9 

43.4 

41.7 

36.8 

34.7 

35.8 

32.6 

22.2 

19.8 

15.6 

5.2 

8.7 

3.8 

6.6 

0 20 40 60 80

親の老後・亡き後の生活や財産管理

ストレスや緊張感など、

精神的な不安が大きい

何かあったとき、気軽に相談や

介助等を頼める人がいない

睡眠不足や疲労など、身体的な負担が大きい

介助者自身の健康に不安がある

休養やくつろぎ、余暇など、

自分のための時間が持てない

家族（子、兄弟・姉妹など）に、

何かと我慢をさせてしまう

外出ができない、外へ仕事に出られない

介護費用や医療費など、経済的な負担が大きい

介護・介助・支援の方法が分からない

特に悩みや不安はない

その他

無回答

(%)

今回調査（n=691）

前回調査（ｎ=288）
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＜将来希望する暮らし（介助者への質問）＞ 

・ 将来望んでいる暮らし方については、「施設に入所して暮らしてほしい」が23.0%と最も高く、次いで

「家族や親族と自宅で暮らしてほしい」が20.8%、「グループホームで暮らしてほしい」が20.5％とな

っている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「グループホームで暮らしてほしい」が9.7ポイント高く、「家族や親族と自宅で

暮らしてほしい」が11.8ポイント低くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来希望する暮らしは、何年後くらいを考えているか（介助者への質問）＞ 

・ 「３年よりも先」が49.9%と最も高く、次いで「わからない」が31.5%、「1～3年後」が13.8％となっ

ている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.8 

7.4 

6.9 

20.5 

23.0 

2.3 

15.2 

3.8 

32.6 

8.7 

3.1 

10.8 

17.7 

3.1 

16.7 

7.3 

0 10 20 30 40

家族や親族と自宅で暮らしてほしい

新たに家庭を持って暮らしてほしい

福祉サービスを受けながら、

ひとりで暮らしてほしい

グループホームで暮らしてほしい

施設に入所して暮らしてほしい

その他

わからない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=691）

前回調査（ｎ=288）

2.6 

13.8 49.9 31.5 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=349）

1年以内 １～３年後 ３年よりも先 わからない 無回答
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＜介助者（家族）の負担軽減のために必要な支援やサービス（介助者への質問）＞ 

・ 介助者の負担を軽減するために必要と考えるサービスについては、「送迎などの移動支援」が 49.8%

と最も高く、次いで「宿泊での預かりサービス」が 46.6%、「日中の預かりサービス」が 44.7％となっ

ている。 

（複数回答） 

  

49.8 

46.6 

44.7 

40.8 

34.3 

26.2 

23.7 

19.8 

10.4 

6.5 

4.3 

8.1

5.1 

0 10 20 30 40 50 60

送迎などの移動支援

宿泊での預かりサービス

日中の預かりサービス

レスパイト事業（介助者に休養してもらうための事業）

気軽に利用できる相談場所（徒歩圏内に

相談できる場所がある WEBなど）

障害特性の理解や適切な対応をするための

知識、方法を学ぶためのプログラム

訪問による在宅の支援

介助者同士の交流や情報交換の場

体調管理やメンタルヘルスについての講習会

兄弟・姉妹などの預かり

その他

特に必要と考える支援はない

無回答

(%)

（ｎ=691）
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【保健・医療について】 

＜健康・医療面での困りごと＞ 

・ 健康管理や医療について不便と感じていることは、「通院するのが大変」が32.5%と最も高く、次い

で「特に困っていることや不便に思うことはない」が27.3%、「障害のため症状が正確に伝えられない」

が25.3％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「障害のため症状が正確に伝えられない」が11.6ポイント増加している。 

 

（複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.9 

1.9 

32.5 

7.3 

25.3 

6.2 

5.1 

5.1 

8.2 

10.3 

2.7 

6.6 

27.3 

8.8 

9.7 

3.2 

25.6 

5.0 

13.7 

2.9 

4.0 

4.0 

14.8 

7.5 

1.6 

4.7 

36.3 

8.7 

0 10 20 30 40

近所に医療機関がない

訪問診療をしてくれる医療機関がない

通院するのが大変

通院時に付き添ってくれる人がいない

障害のため症状が正確に伝えられない

受診の手続きや案内などへの配慮が不十分

入院の際に付き添いや

個室の利用を勧められる

障害を理由に診療を断られることがある

医療費の負担が大きい

服薬管理が難しい

訪問看護などの在宅サービスが足りない

その他

特に困っていることや不便に思うことはない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,540）

前回調査（ｎ=832）
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【相談や情報入手について】 

＜日常生活で困っていることを相談する人の有無＞ 

・ 相談する人の有無について、「いる」が85.2%、「いない」が11.2%となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「いる」が30.8ポイント高くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜相談する場合に不便に感じていること＞ 

・ 相談するときに不便と感じていることについては、「特に不便に感じることはない」が48.8%と最も

高く、次いで「相談先が限られている」が14.2%、「相談をしても実際の支援につながらない」が

13.9％となっている。 

 (複数回答（３つまで）) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.2 

54.4 

11.2 

42.3 

3.6 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=1,540）

前回調査

（ｎ=832）

いる いない 無回答

5.8 

13.3 

5.6 

8.7 

11.2 

13.9 

0.2 

3.6 

14.2 

4.1 

48.8 

5.7 

9.9 

11.9 

3.1 

7.1 

7.7 

9.7 

0.7 

4.6 

15.2 

3.5 

51.7 

6.4 

0 20 40 60

相談場所が近くにない

相談したいときに

利用できない（時間など）

プライバシーが保護されているか心配

相談先の知識不足や態度

実際に支援が始まるまでに時間がかかる

相談をしても実際の支援につながらない

訪問での相談を受けてもらえない

じっくり話を聞いてもらえない

相談先が限られている

その他

特に不便に感じることはない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,312）

前回調査（ｎ=453）
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＜生活支援に関するサービスの情報の入手先＞ 

・ サービス情報の取得先は、「相談支援専門員（事業所でサービスの利用計画を立ててくれる人）」が

28.8%と最も高く、次いで「広報えどがわ・区のホームページ・えどがわ区民ニュース」が24.0%、「家

族・知人」が 19.8％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「相談支援専門員（事業所でサービスの利用計画を立ててくれる人）」が１６．３

ポイント、「通所施設」が 10.4 ポイント高くなっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

  

24.0 

17.5 

14.2 

17.2 

9.6 

3.2 

3.6 

4.4 

1.8 

1.2 

3.9 

18.3 

1.0 

28.8 

10.7 

10.4 

0.5 

4.0 

0.5 

2.7 

19.8 

4.1 

14.9 

6.4 

32.0

15.1

11.9

17.5

8.1

1.8

1.8

2.3

1.7

1.3

4.1

7.9

0.5

12.5

6.3

11.9

0.7

7.5

0.8

0.4

2.0

3.0

22.7

6.3

0 10 20 30 40

広報えどがわ・区のホーム

ページ・えどがわ区民ニュース

インターネット(SNS・YouTube・ミライクなど)

障害者福祉のしおり（区）

区役所・事務所

保健所・健康サポートセンター

地域活動支援センター

障害者支援ハウス

障害者就労支援センター

児童発達支援センター

育成室

保育園・幼稚園・学校の先生

通所施設

はあとポート（児童相談所）

相談支援専門員（事業所でサービスの

利用計画を立ててくれる人）

ヘルパーなどのサービス提供事業者

医療機関（医師、看護師、リハビリスタッフなど）

熟年相談室（地域包括支援センター）

介護支援専門員（ケアマネジャー）

身体・知的障害者相談員

民生・児童委員

障害者団体・患者会・家族会

家族・知人

その他

特に情報を得ていない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,540）

前回調査（ｎ=352）

24.0 

17.5 

14.2 

17.2 

9.6 

3.2 

3.6 

4.4 

1.8 

1.2 

3.9 

18.3 

1.0 

0% 500% 1000% 1500% 2000% 2500% 3000%

広報えどがわ・区のホーム…

インターネット(SNS・YouTube・ミライクなど)

障害者福祉のしおり（区）

区役所・事務所

保健所・健康サポートセンター

地域活動支援センター

障害者支援ハウス

障害者就労支援センター

児童発達支援センター

育成室

保育園・幼稚園・学校の先生

通所施設

はあとポート（児童相談所）

832
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【通園・通学について】 

＜現在の通園・通学先について＞ 

・ 通園・通学先は、「特別支援学校（小学部・中学部）」が40.6%と最も高く、次いで「保育園・幼稚園・認

定こども園など」が22.2%、「小学校・中学校（特別支援学級）」が12.6％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「特別支援学校（小学部・中学部）」が13.6ポイント高くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.2 

12.6 

7.8 

40.6 

10.9 

3.1 

0.3 

0.0 

0.0 

2.0 

0.3 

20.6 

14.3 

16.7 

27.0 

14.3 

3.2 

3.2 

0.8 

0 20 40 60

保育園・幼稚園・認定こども園など

小学校・中学校（特別支援学級）

小学校・中学校（通常学級）

特別支援学校（小学部・中学部）

特別支援学校（高等部）

高等学校

大学

専門学校・高等専門学校・

専修学校・各種学校

職業能力開発センター

その他

無回答

(%)

今回調査（ｎ=293）

前回調査（ｎ=126）
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＜放課後や休みの日の過ごし方について＞ 

・ 放課後や休みの日の過ごし方については、「放課後等デイサービスを利用している」が 59.0%と最も

高く、次いで「特にない」が 17.7%、「児童発達支援を利用している」が 12.3％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「習い事や塾に行っている」が 11.1 ポイント低くなっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.4 

2.7 

7.2 

7.5 

12.3 

59.0 

11.3 

17.7 

0.0 

4.0 

5.6 

18.3 

11.9 

11.1 

57.1 

18.3 

16.7 

0 20 40 60

学童クラブを利用している

すくすくスクールを利用している

習い事や塾に行っている

地域の同世代の子どもと遊んでいる

児童発達支援を利用している

放課後等デイサービスを利用している

その他

特にない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=293）

前回調査（ｎ=126）
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＜現在通学中の学校を卒業後の進路希望について＞ 

・ 卒業後の進路については、「特別支援学校（小学部・中学部）」が 27.3%と最も高く、次いで「特別支援

学校（高等部）」が 22.2%、「小学校・中学校（特別支援学級）」が 17.4％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「小学校・中学校（通常学級）」が 18.8 ポイント低くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.4 

5.8 

27.3 

22.2 

3.8 

3.1 

0.3 

1.7 

8.2 

1.0 

1.4 

7.5 

0.3 

10.3 

24.6 

13.5 

15.9 

4.0 

2.4 

0.8 

4.8 

10.3 

0.8 

1.6 

8.7 

2.4 

0 20 40

小学校・中学校（特別支援学級）

小学校・中学校（通常学級）

特別支援学校（小学部・中学部）

特別支援学校（高等部）

高等学校

大学

専門学校・高等専門学校・

専修学校・各種学校

職業能力開発センター

就職（アルバイトなどを含む）

障害者通所施設

（就労支援事業所を含む）

障害者入所施設

その他

わからない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=293）

前回調査（ｎ=126）
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【仕事の状況や今後の希望について（18 歳以上の方）】 

＜現在の働き方について＞ 

・ 現在の働き方について、「働いていない」が 40.1%と最も高く、次いで「就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労

移行支援を利用」が 32.8%、「パート・アルバイト・契約社員・派遣社員など」が 9.3%となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「働いていない」が 6．4 ポイント低くなり、「就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行

支援を利用」が 24.5 ポイント高くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜就職するときに利用した機関について＞ 

・ 就職するときに利用した機関について、「就労移行支援事業所」が 22.8%と最も高く、次いで「通って

いた学校の進路指導」が 22.6%、「ハローワーク」が 21.5％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「就労移行支援事業所」が 11.9 ポイント、「区役所・保健所など」が 12.1 ポイ

ント高くなっている。 

（複数回答） 

  

8.6 

0.8 

9.3 

0.1 

32.8 

2.6 

40.1 

5.8 

23.1 

3.4 

14.4 

0.2 

8.3 

1.5 

46.5 

2.6 

0 20 40 60

会社員・公務員・団体職員

自営業

パート・アルバイト・

契約社員・派遣社員など

内職

就労継続支援Ａ型・Ｂ型、

就労移行支援を利用

その他

働いていない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,198）

前回調査（ｎ=529）

20.1

10.4

17.0

21.5

4.6

2.2

22.6

22.8

4.0

9.3

15.5

1.5

8.0

8.0

14.3

26.9

2.9

3.4

18.9

10.9

1.1

9.7

29.7

0 10 20 30 40

区役所・保健所など

地域活動支援センター

障害者就労支援センター

ハローワーク

障害者就業・生活支援センター

障害者職業センター

通っていた学校の進路指導

就労移行支援事業所

その他の福祉施設

その他

いずれも利用していない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=534）

前回調査（ｎ=175）
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＜働くことへの支援について＞ 

・ 働くためにあったらよい支援について、「仕事内容の調整（障害に合った仕事内容、勤務日数や時間な

ど）」が28.5%と最も高く、次いで「疾患や障害の特性に合った求人情報の提供」が21.1%、「職場の

障害理解についての支援」が21.0％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「仕事内容の調整（障害に合った仕事内容、勤務日数や時間など）」が12.4ポ

イント高くなっている。 

（複数回答（３つまで）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

21.1

4.9

7.1

13.7

8.1

28.5

21.0

9.8

11.1

5.7

9.4

4.0

14.1

14.8

41.0

16.6

3.0

5.7

8.7

2.8

16.1

18.9

7.8

9.5

5.1

2.5

2.8

11.5

12.9

31.2

0 10 20 30 40 50

疾患や障害の特性に合った求人情報の提供

会社訪問の同行などの支援

仕事に役立つ講習（ビジネス

マナーやパソコン操作など）

疾患や障害の特性に合った職業訓練

職場設備の充実（トイレ・

スロープ・エレベーターなど）

仕事内容の調整（障害に合った

仕事内容、勤務日数や時間など）

職場の障害理解についての支援

作業のやり方や職場環境についての助言や指導

急な体調不良の際などの職場との連絡調整

就労や生活に関する相談先

作業所や就労継続・移行支援などの場

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,198）

前回調査（ｎ=529）
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【趣味の活動や地域の活動について】 

＜趣味や地域の活動への外出頻度＞ 

・ 外出頻度について、「週に 1 回以上」が 34.2%と最も高く、次いで「ほとんど外出しない」が

30.8%、「月に 1 回以上」が 20.0％となっている。 

(単数回答) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜活動内容について＞ 

・ 取り組んでみたい活動については、「参加したい活動はない」が 27.4%と最も高く、次いで「スポー

ツ」が 25.5%、「音楽（合唱・楽器演奏など）」が 23.2％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「音楽（合唱・楽器演奏など）」が 7.5 ポイント高くなり、「参加したい活動はな

い」が 5.4 ポイント低下している。 

 
（複数回答） 

  

11.8 34.2 20.0 30.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=1,540）

ほぼ毎日 週に1回以上 月に1回以上 ほとんど外出しない 無回答

85.2 11.2 3.6 

60% 80% 100%

ｎ=1,540

いる いない 無回答

25.5 

18.9 

23.2 

13.2 

10.8 

6.4 

4.6 

9.4 

5.6 

10.1 

6.3 

27.4 

8.0 

25.0 

13.8 

15.7 

12.1 

11.3 

9.5 

8.2 

12.3 

6.5 

3.7 

5.2 

32.8 

9.9 

0 20 40

スポーツ

電子機器を用いて行う娯楽（ｅスポーツ・

電子ゲーム・スマホゲームなど）

音楽（合唱・楽器演奏など）

美術（絵画・陶芸・染物など）

料理教室

外国語講座

教育講座（カルチャースクールなど）

パソコン講習

ボランティア活動（福祉・環境保護・教育など）

自分で計画を立てて行う活動

その他

参加したい活動はない

無回答

(%)

今回調査

（ｎ=1540）

前回調査

（ｎ=832）



19 

＜過去１年間のスポーツ活動について＞ 

・ スポーツ活動の頻度については、「行っていない」が51.3%と最も高く、次いで「週に１日以上」が

18.3%、「週に３日以上」が12.4％となっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.4 

11.7 

18.3 

16.2 

9.4 

8.4 

2.8 

51.3 

56.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=1,540）

前回調査

（ｎ=832）

週に３日以上 週に１日以上 月に１日程度 年に１～２日程度

行っていない 無回答

4.6

5.2
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【サービスの利用等について】 

＜障害福祉サービスの利用について＞ 

・ すでに利用しているものとしては、「相談支援（サービス利用のプラン作成など）」が55.5％と最も高

く、次いで「外出時のサービス（同行援護・行動援護・移動支援）」が29.6％、「就労のための支援（就労

移行支援・就労継続支援A・B型）」が27.6%となっている。 

 

・ 今は利用しないが、今後は利用したいものは、「共同生活援助（グループホーム）」が30.4％と最も高く、

次いで「一時的な預かり（短期入所・日中一時支援・トワイライトステイ）」が29.0％、「日常生活のため

の訓練（生活訓練・機能訓練）」が28.9％となっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.5 

29.6 

13.8 

27.6 

26.7 

14.3 

9.0 

55.5 

8.6 

13.0 

2.5 

18.9 

10.7 

7.7 

0.5 

4.0 

21.0 

28.6 

28.9 

23.1 

25.1 

29.0 

30.4 

13.3 

4.0 

7.1 

4.2 

11.8 

22.0 

17.3 

3.4 

5.1 

0 10 20 30 40 50 60

自宅で受けられるサービス（居宅介護・

重度訪問介護・重度障害者等包括支援）

外出時のサービス（同行援護・行動援護・移動支援）

日常生活のための訓練（生活訓練・機能訓練）

就労のための支援（就労移行支援・

就労継続支援Ａ・Ｂ型）

通所施設の利用（生活介護・地域活動支援センター）

一時的な預かり（短期入所・

日中一時支援・トワイライトステイ）

共同生活援助（グループホーム）

相談支援（サービス利用のプラン作成など）

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

補装具費などの給付

日常生活用具の給付・レンタル

入浴サービス

手話通訳者・要約筆記の派遣

その他

(%)

すでに利用しているもの

今は利用しないが、今後は利用したいもの

（ｎ=1,540)
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＜障害福祉サービス利用時に困ったり、不便と思うこと＞ 

・ 障害福祉サービス利用時に不便だと思うことについては、「何が利用できるのかわからない」が

43.8%と最も高く、次いで「サービスに関する情報が少ない」が 33.9%、「サービスを利用するため

の手続きが大変」が 31.0％となっている。 

（複数回答） 

 

  
43.8 

33.9 

31.0 

22.8 

19.7 

19.7 

14.6 

10.5 

10.3 

9.5 

9.1 

8.6 

8.6 

8.5 

5.0 

21.6 

6.2 

0 10 20 30 40 50

何が利用できるのかわからない

サービスに関する情報が少ない

サービスを利用するための手続きが大変

サービスの利用方法がわかりづらい

事業所との利用日時などの調整が大変

利用できる回数や日数が少ない

他人を家に入れることに抵抗がある

自分に合う事業所がみつからない

経済的負担が大きい

利用したい内容のサービスがない

事業所の担当者が代わってしまう

事業所に要望を伝えづらい

サービスの質に不満がある

サービスが障害の特性に合っていない

その他

特に困ることや不便に思うことはない

無回答

(%)

（ｎ=1,540）
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【災害時の対応について】 

＜災害への備えや対策について＞ 

・ 災害への備えについては、「災害時や緊急時に連絡できるよう、家族や知人等の連絡先を把握してい

る」が 28.2%と最も高く、次いで「特に対策をとっていない」が 27.5%、「災害時の非常持出用品、

備蓄品の中に、難病や障害の状況に応じて必要な医薬品、備品、食料等を用意している」が 27.4％と

なっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「災害時の非常持出用品、備蓄品の中に、難病や障害の状況に応じて必要な医

薬品、備品、食料等を用意している」が 7.3 ポイント高くなっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.4 

15.9 

28.2 

13.2 

20.8 

3.4 

5.9 

7.4 

2.9 

21.2 

27.5 

4.4 

20.1 

10.6 

25.0 

7.7 

21.5 

2.6 

2.0 

2.8 

1.7 

21.3 

31.6 

4.9 

0 10 20 30 40

災害時の非常持出用品、備蓄品の中に、難病や障害の

状況に応じて必要な医薬品、備品、食料等を用意している

避難所等で医療が受けられるよう、

医薬品や病状等の情報を記録している

災害時や緊急時に連絡できるよう、

家族や知人等の連絡先を把握している

災害時や緊急時に支援してくれるよう、

家族や知人等にお願いしている

災害時に避難する広域避難場所や福祉避難所を知っている

行政や地域等が実施する防災訓練に参加している

個別避難計画を作成している

防災を学ぶ機会などに参加し、

理解を深めるよう努めている

その他

どのような対策をしてよいかわからない

特に対策をとっていない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,540）

前回調査（ｎ=832）
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＜災害時に一人でいた場合、近所で助けてくれる人の有無＞ 

・ 災害時に助けてくれる人の有無については、「いない」が 41.8%と最も高く、次いで「わからない」が

29.9%となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「いない」は 8.9 ポイント低くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害者差別について】 

＜障害者差別解消法の認知について＞ 

・ 障害者差別解消法の認知については、「知らない」が 61.1%と最も高く、次いで「聞いたことはある」

が 22.4%、「知っている」が 13.6％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「知っている」「聞いたことがある」があわせて 6.1 ポイント高くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.1 

20.2 

41.8 

50.7 

29.9 

26.2 

3.2 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=1,540）

前回調査

（ｎ=832）

いる いない わからない 無回答

13.6 

13.3 

22.4 

16.6 

61.1 

65.7 

2.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=1,540）

前回調査

（ｎ=832）

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答
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＜障害を理由に差別を感じることについて＞ 

・ 差別を感じることについては、「特にない」が45.6%と最も高く、次いで「公共施設や交通機関を利用

するとき」が23.5%、「お店を利用するとき」17.3％となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「お店を利用するとき」が7.8ポイント、「公共施設や交通機関を利用するとき」

が7.6ポイント高くなっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在の暮らしと今後のことについて】 

＜江戸川区での暮らしへの満足度＞ 

・ 江戸川区の暮らしへの満足度については、「ふつう」が 32.2%と最も高く、次いで「満足」が 28.5%、

「まあ満足」が 27.1％となっている。 

 

・ 「満足」「まあ満足」を合計した割合は 55.6％となっており、前回調査の 42.1％と比較すると、13.5

ポイント高くなっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.5 

10.1 

17.3 

11.6 

17.2 

11.1 

6.2 

4.4 

45.6 

5.5 

15.9 

8.1 

9.5 

6.9 

14.8 

7.2 

0.0 

4.4 

55.3 

7.7 

0 10 20 30 40 50 60

公共施設や交通機関を利用するとき

職場や学校にいるとき

お店を利用するとき

病院を利用するとき

仕事を探すとき

住む家を探すとき

福祉サービスを利用するとき

その他

特にない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,540）

前回調査（ｎ=832）

28.5 

27.8 

27.1 

14.3 

32.2 

45.1 

5.8 

3.6 

2.9 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（ｎ=1,540）

前回調査

（ｎ=832）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 無回答

5.0 4.9
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＜将来希望する暮らし＞ 

・ 将来の暮らし方について、「今の家族と暮らしたい」が 38.4%と最も高く、次いで「わからない」が

16.0%、「ひとりで暮らしたい」が 11.4％となっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来希望する暮らしは、何年後くらいを考えているか＞ 

・ 年数は、「わからない」が37.7%と最も高く、次いで「３年よりも先」が30.1%、「1～3年後」14.9％と

なっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.4 

6.9 

11.4 

9.4 

1.5 

10.3 

0.6 

2.9 

16.0 

2.7 

47.2 

5.9 

10.8 

3.1 

0.5 

2.4 

2.8 

1.8 

18.4 

7.1 

0 20 40 60

今の家族と暮らしたい

新たに家庭を持って暮らしたい

ひとりで暮らしたい

グループホームで暮らしたい

仲間と部屋をシェアする

などして暮らしたい

障害者入所施設で暮らしたい

介護保険施設で暮らしたい

その他

わからない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,540）

前回調査（ｎ=832）

11.7 

14.9 

30.1 

37.7 

5.6 

0 20 40

1年以内

１～３年後

３年よりも先

わからない

無回答

(%)

（ｎ=342）
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＜充実すべき障害者（児）福祉施策＞ 

・ 充実させていくべき区の障害者（児）福祉については、「いつでも気軽に相談できる窓口」が 31.3%と

最も高く、次いで「介助している家族への支援（緊急時の対応など）」が 20.1%、「地震や台風などの災

害時の支援」が 17.6%となっている。 

 

・ 前回調査と比較すると、「住宅の整備、住宅探しの支援（グループホーム、住宅相談など）」が 6.9 ポイ

ント、「介助している家族への支援（緊急時の対応など）」が 6.5 ポイント増加している。 

（複数回答（３つまで）） 

  

31.3 

6.4 

8.7 

4.5 

17.1 

20.1 

9.8 

5.0 

7.1 

13.8 

14.8 

2.5 

10.7 

3.7 

0.8 

7.6 

17.6 

15.4 

3.5 

3.0 

7.1 

13.3 

33.2

4.8

7.3

4.1

10.2

13.6

6.3

2.6

4.3

9.1

11.7

2.9

9.3

3.5

0.6

11.7

13.0

16.1

2.2

6.5

8.8

17.3

0 10 20 30 40

いつでも気軽に相談できる窓口

ピアサポーター（同じ障害のある支援者）

による相談などの支援

児童の療育や保護者への支援

障害の早期発見・早期療育の充実

住宅の整備、住宅探しの支援

（グループホーム、住宅相談など）

介助している家族への支援（緊急時の対応など）

自立生活のための訓練などの支援

権利擁護・財産管理などの支援

日中の居場所の確保

放課後・休日に利用できるサービス

（放課後等デイサービスなど）

就労に関する支援

生涯学習・障害スポーツの支援

障害者が利用しやすい移動支援

障害や疾病に対する理解を深めるための啓発活動

疾病予防など健康づくりのための講習会などの開催

情報収集がしやすい環境整備

地震や台風など災害時の支援

障害の有無にかかわらずお互いに

尊重し支え合う社会の推進

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

今回調査（ｎ=1,540）

前回調査（ｎ=832）
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医療的ケア者・児調査 

【回答者の属性】 

・ 回答者の属性は、「宛名のご本人の意向をくみ取り、代わりに家族や介助者などが記入」が６６人と最

も多く、次いで「宛名のご本人に聞きながら、代わりに家族や介助者などが記入」が１３人、「宛名のご

本人が記入」が１０人となっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

【本人の属性】 

＜年齢 「令和７年 10 月 1 日現在」＞ （単数回答） 

・ ご本人の属性は、「６～18 歳」が３７人と最も

多く、次いで「0～5 歳」が２８人、「19～29

歳」が９人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生活場所＞ （単数回答） 

・生活している場所は、「自宅」が８７人と最も多

く、次いで「医療機関」が３人となっている 

＜同居家族＞ （複数回答） 

・同居している人は、「母」が７８人と最も多く、 

次いで「父」が６８人、「兄弟・姉妹」が５１人とな 

っている 

 

 

 

 

 

 

0～5歳

28人

6～18歳

37人

19～29歳

9人

30～39歳

5人

40～49歳

3人

50～64歳

5人

65～74歳

4人
75歳以上

0人

（ｎ=91）

自宅

87人

医療機関

3人

入所施設

1人

その他

0人
無回答

0人

（ｎ=91）

78 

68 

51 

11 

6 

6 

4 

2 

0 20 40 60 80 100

母

父

兄弟・姉妹

祖父母

子ども（子どもの配偶者を含む）

配偶者

その他

無回答

(人)

（ｎ=91）

10 13 66

1

1ｎ=91

(人)

宛名のご本人が記入

宛名のご本人に聞きながら、代わりに家族や介助者などが記入

宛名のご本人の意向をくみ取り、代わりに家族や介助者などが記入

その他

無回答
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【本人の状況について】 

＜必要とする医療的ケア＞ 

・ 必要とする医療的ケアは、「経管（経鼻・胃ろう含む）」が６２人と最も多く、次いで「吸引」が５４人、「人

工呼吸器」が５３人となっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜障害者手帳の種類＞ 

・ 手帳の所持状況は、「身体障害者手帳を持っている」が８０人と最も多く、次いで「愛の手帳を持ってい

る」が４０人、「小児慢性特定疾病医療受給者証を持っている」が２７人となっている。 

（複数回答） 

 

 

 

  

62 

54 

53 

40 

34 

28 

15 

3 

2 

1 

1 

0 

9 

2 

0 20 40 60 80

経管（経鼻・胃ろう含む）

吸引

人工呼吸器

ネブライザー

酸素吸入

気管内挿管・気管切開

導尿（カテーテルの使用）

腸ろう・腸管栄養

鼻咽頭エアウェイ

中心静脈栄養

透析

ストーマ装具

その他

無回答

(人)

（ｎ=91）

80 

40 

27 

3 

3 

0 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳を持っている

愛の手帳を持っている

小児慢性特定疾病医療

受給者証を持っている

精神障害者保健福祉

手帳を持っている

持っていない

無回答

(人)

（ｎ=91）
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＜主な介助・支援者＞ 

・ 主な介助者・支援者は、「母」が６６人と最も多く、次いで「父」が８人、「ヘルパー」が 6 人となっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66 

8 

6 

4 

2 

1 

0 

0 

0 

0 

2 

2 

0 20 40 60 80

母

父

ヘルパー

配偶者

施設や病院、学校の職員

子ども（子どもの

配偶者を含む）

兄弟・姉妹

祖父母

同居していない家族や親せき

介護者の補助なく

自分でケアができる

その他

無回答

(人)

（ｎ=91）
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＜介助においての悩みや不安（介助者への質問）＞ 

・ 介助の悩みや不安は、「睡眠不足や疲労など、身体的な負担が大きい」、「緊急時の預け先がない」が４

５人と最も多く、次いで「休養やくつろぎ、余暇など、自分のための時間が持てない」、「成長や将来の

不安を感じている」が４０人となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45 

45 

40 

40 

34 

33 

33 

29 

25 

23 

17 

13 

12 

11 

11 

11 

8 

7 

3 

1 

1 

6 

1 

0 10 20 30 40 50

睡眠不足や疲労など、

身体的な負担が大きい

緊急時の預け先がない

休養やくつろぎ、余暇など、

自分のための時間が持てない

成長や将来の不安を感じている

家族（子、兄弟・姉妹など）

に何かと我慢をさせてしまう

本人の支援で働くことが難しい

急変時の心配事や常に緊張を

強いられていて、精神的な不安が大きい

本人を連れての外出が困難である

家事を十分に行う時間を持つことができない

何かあった時に、気軽に相談や

介助等を頼める人がいない

支援サービスや制度がよくわからない

望むサービスが供給されない

日中活動の場を利用する時に、

付き添わなければならない

介助者自身の健康に不安が

あるが、医療機関を受診できない

介助費用や医療費など、経済的な

負担が大きく家計が圧迫されている

家族がケアを担うことに限界を感じている

どこに相談をしてよいかわからない

年齢相応の楽しみや療育を受ける機会がない

家庭内（夫婦間）の不和

介助の方法がわからない

その他

特に不安や困っていることはない

無回答

(人)

（ｎ=79）
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＜介助においての不安や悩みの具体的な内容について（介助者への質問）＞ 

・ どのような不安や悩みがあるかについて、記述してもらったところ、59 件の貴重な意見をいただいた。

１人で２つ以上回答している場合は、それぞれカウントしているため件数は延べ件数となっている。 

なお、主なものを要約して掲載している。 

（自由記述） 

分類 内容（抜粋・要約） 

日常生活上の 

不便や支援 

ニーズ 

（２８件） 

・ 親が倒れた時に寝たきりの子供はどうなるのか、漠然とした不安がある。 

・ 短期入所施設が少なく、預けたい時に利用できない。（６件） 

・ 緊急時に預かってもらえる場所がない。 

・ 在宅レスパイトを申請しているが、訪問ステーションが土日祝休みなため、 

土日祝は利用できない。 

・ レスパイトに落選して利用できないため、区独自で引き受けてくれる病院を 

複数みつけてほしい。 

・ 医療的ケア児が入れる放課後等デイサービスが少ない。（３件） 

・ 様々な医療機器を持ち歩く必要があるため、遠くまで移動ができない。 

・ 交通機関を利用した移動ができない。（2 件） 

・ ヘルパーがなかなか見つからない。 

・ 支援サービスがあっても高度な医療ケアが必要な場合は利用できない。 

災害について 

（1 件） 
・ 災害時、母 1 人では避難出来ないだろうなと漠然とした不安がある。 

体調について 

（1 件） 
・ 子どもの体調について常に心配。 

介助者・家族の 

負担や成長に 

伴う将来的な 

負担 

（２５件） 

・ 付き添いや学校からの呼び出しが多く、自分の時間が持てない。 

・ 将来の病状の変化や就学時、進路、卒業後に通える施設があるかなど、 

今後の成長に際し、不明瞭なことが多く漠然とした不安がある。（７件） 

・ 親亡き後に兄弟に負担がかかってしまうのではないか不安。（2 件） 

・ 両親や兄弟の健康面が不安。 

・ 親が働きたい。（2 件） 

・ 将来的に介助に伴う親の体力が持つか不安。（４件） 

経済面に 

ついて 

（２件） 

・ 保護者の収入制限で様々な支援制度は全て対象外となる。 

・ 通院時にタクシーを利用するため、交通費の負担が大きい。 

住まいに 

ついて 

（２件） 

・ 自宅のリフォームに、どう踏み切るかの判断が難しい。 

・ 将来的に現在の自宅で介助するのは難しいため、リフォームか引っ越しの 

どちらがよいか悩む。 
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＜将来希望する暮らし（介助者への質問）＞ 

・ 将来の暮らし方については、「家族や親族と自宅で暮らしてほしい」が 35 人と最も多く、次いで「わか

らない」が 17 人、「療養介護等の施設に入所して暮らしてほしい」が１１人となっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来希望する暮らしは、何年後くらいを考えているか（介助者への質問）＞ 

・ 年数は、「わからない」が 7 人と最も多く、次いで「３年よりも先」が 6 人、「１～３年後」が２人となって

いる。 

 

  
0 

2 

6 

7 

0 

0 2 4 6 8

1年以内

１～３年後

３年よりも先

わからない

無回答

(人)

（ｎ=15）

35

11

9

3

1

2

17

1

0 10 20 30 40

家族や親族と自宅で暮らしてほしい

療養介護等の施設に入所して暮らしてほしい

新たに家庭を持って暮らしてほしい

グループホームで暮らしてほしい

福祉サービスを受けながら、ひとりで暮らしてほしい

その他

わからない

無回答

(人)

（ｎ=79）
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＜介助負担軽減のために充実してほしいこと（介助者への質問）＞ 

・ 家族で介助する方への支援策は、「宿泊での預かりサービス」が４５人と最も多く、次いで「レスパイト事

業」が４３人、「日中の預かりサービス」が４０人となっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

43 

40 

15 

12 

9 

9 

4 

3 

0 

5 

2 

3 

0 10 20 30 40 50

宿泊での預かりサービス

レスパイト事業（介助者に

休養してもらうための事業）

日中の預かりサービス

送迎などの移動支援

訪問による在宅の支援

気軽に利用できる相談場所

介助者同士の交流や情報

交換の場（子育てひろば等）

兄弟・姉妹などの預かり

障害特性の理解や適切な対応をするための

知識、方法を学ぶためのプログラム

体調管理やメンタルヘルス

についての講習会

その他

特に必要と考える支援はない

無回答

(人)

（ｎ=79）
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【サービスの利用等について】 

＜現在利用している、在宅医療サービス、障害福祉サービス＞ 

・ すでに利用しているものは、「訪問看護」が 72 人と最も多く、次いで「訪問リハビリ」が 69 人、「訪問

診療」が 61 人となっている。 

 

・ 今後は利用したいものは、「日中一時支援（日帰りショート）」が４１人と最も多く、次いで「移動支援」が

３２人、「短期入所」、「放課後等デイサービス」が２９人となっている 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72

69

61

39

37

24

22

21

18

18

17

13

8

7

5

4

4

4

4

3

3

2

1

0

0

5

5

13

16

22

29

23

13

22

29

32

21

17

19

21

23

28

23

18

41

15

20

7

4

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

訪問看護

訪問リハビリ

訪問診療

計画相談支援

在宅レスパイト

短期入所

居宅介護（ホームヘルプ）

児童発達支援

障害児相談支援

放課後等デイサービス

移動支援

重度訪問介護

在宅重症心身障害児（者）訪問事業

医療型児童発達支援

同行援護

重度障害者等包括支援

生活介護

療養介護

居宅訪問型児童発達支援

日中一時支援（日帰りショート）

保育所等訪問支援

行動援護

その他

あてはまるものはない

わからない・回答しない

（人）

（n=91） 0 10 20 30 40 50 60 70 80

訪問看護

訪問リハビリ

訪問診療

計画相談支援

在宅レスパイト

短期入所

居宅介護（ホームヘルプ）

児童発達支援

障害児相談支援

放課後等デイサービス

移動支援

重度訪問介護

在宅重症心身障害児（者）訪問事業

医療型児童発達支援

同行援護

重度障害者等包括支援

生活介護

療養介護

居宅訪問型児童発達支援

日中一時支援（日帰りショート）

保育所等訪問支援

行動援護

その他

あてはまるものはない

わからない・回答しない

グラフタイトル

今後は利用したいもの すでに利用しているもの
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【情報入手について】 

＜医療的ケアに関する情報の入手先＞ 

・ 情報の取得先は、「訪問看護師」が５６人と最も多く、次いで「医療機関（かかりつけ医）」が５５人、「イン

ターネット・SNS・ミライク」が２２人となっている。 

 

・ 年齢別では、0～5 歳では「訪問看護師」が、6～18 歳、19 歳以上は「医療機関（かかりつけ医）」が最

も多くなっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56 

55 

22 

18 

16 

16 

9 

8 

7 

6 

6 

4 

4 

0 

5 

5 

0 

0 20 40 60 80

訪問看護師

医療機関（かかりつけ医）

インターネット・SNS・ミライク

相談支援専門員

区や都のホームページ、広報誌

保健所・健康サポートセンター

区役所

ヘルパー

障害者福祉のしおり（区）

障害福祉サービス事業所の職員

保育園・幼稚園・学校の先生

医療的ケア児コーディネーター

患者会・当事者団体

東京都医療的ケア児者親の会

その他

相談できる人や場所がない

無回答

(人)

（ｎ=91）
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【災害時の対応について】 

＜災害への備えや対策について＞ 

・ 災害に備えての対策は、「予備バッテリーや発電機を準備している」が４９人と最も多く、次いで「災害

時の非常持出用品、備蓄品の中に、障害の状況に応じて必要な医薬品、備品、食料等を用意している」

が４６人、「個別避難計画を作成している」が３５人となっている。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜災害時に一人でいた場合、近所で助けてくれる人の有無＞ 

・ 災害時に助けてくれる人の有無については、「いない」が４９人と最も多く、次いで「わからない」が 

２３人、「いる」が１８人となっている。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

18 49 23

1

（ｎ=91）

(人)

いる いない わからない 無回答

49 

46 

35 

28 

26 

22 

10 

7 

5 

1 

1 

10 

10 

2 

0 20 40 60

予備バッテリーや発電機を準備している

災害時の非常持出用品、備蓄品の中に、障害の状況に

応じて必要な医薬品、備品、食料等を用意している

個別避難計画を作成している

災害時に避難する広域避難場所や

福祉避難所を知っている

災害時や緊急時に連絡できるよう、

家族や知人等の連絡先を把握している

避難所等で医療が受けられるよう、

医薬品や病状等の情報を記録している

災害時や緊急時に支援してくれるよう、

家族や知人等にお願いしている

避難する場合の移動手段を確保している

防災を学ぶ機会などに参加し、

理解を深めるよう努めている

行政や地域等が実施する防災訓練に参加している

その他

どのような対策をしてよいかわからない

特に対策をとっていない

無回答

(人)

（ｎ=91）
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＜災害時が起きた時の不安や必要な支援の具体的な内容について＞ 

・ 災害時の不安について、記述してもらったところ、63 件の貴重な意見をいただいた。１人で２つ以上

回答している場合は、それぞれカウントしているため、件数は延べ件数となっている。 

なお、主なものを要約して掲載している。 

 

分類 内容（抜粋・要約） 

避難時の 

支援について 

（22 件） 

・ 医療機器装着のため、避難時は移動支援が必要となる。（６件） 

・ 備品が多く、持ち出せるか不安。（2 件） 

・ 移動に際し、介助者が 2 名以上必要となる。（2 件） 

・ 移動避難ができない。 

避難所 

について 

（9 件） 

・ 医療的ケアの避難場所の確保がされているか。 

・ 事前避難について。 

・ 福祉避難所の役割や場所が分からない。 

・ 水害のリスクが高いが、避難場所の海抜が低い。 

・ 避難場所での感染症リスク。（2 件） 

医療や 

機器について 

（15 件） 

・ 体調悪化時に、医療にたどり着けるか不安。（2 件） 

・ 電力の確保が心配。（6 件） 

・ 常備薬等の確保について。（4 件） 

・ 頻繁に導尿が必要なため、衛生環境や物品を確保できるか不安。（2 件） 

在宅避難 

について 

（4 件） 

・ 移動に伴う荷物が多いため、家に留まらざるを得ない。 

・ 在宅避難者への情報提供等があるか不安。 

・ 在宅避難者の安否確認を行ってほしい。 

その他 

（13 件） 

・ 親がいない場合に、何もできない。（2 件） 

・ 食べられるものが限定されているため、食の確保が不安。 

・ 寒さ対策。 
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【今後の区の福祉施策について】 

＜充実すべき障害者（児）福祉施策＞ 

・ 充実してほしい障害者（児）福祉は、「緊急時に利用できる施設の充実」が４２人と最も多く、次いで「介助

している家族の支援」が３４人、「情報収集がしやすい環境の整備」が３１人となっている。 

 

・ 年齢別でみると、19 歳以上は「介助している家族への支援」が最も多くなっている。 

 

（複数回答（３つまで））  

42 

34 

31 

28 

20 

13 

13 

8 

7 

7 

1 

8 

2 

2 

4 

0 20 40 60

緊急時に利用できる施設の充実

介助している家族の支援

情報収集がしやすい環境の整備

いつでも気軽に相談できる窓口

地震や台風など災害時の支援

日中の居場所の確保

放課後、休日に利用できるサービス

疾病や障害に対する理解促進

利用しやすい移動支援

障害のある人とない人との交流

を進め相互理解を深めること

家族や当事者などの交流会

その他

特にない

わからない

無回答

(人)

（ｎ=91）
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